













が L1 (first language)に固執することなく学習言語を使用する意識を高める効
果があることが論じられているだけではなく、すべての学習者により公平な
授業内活動を提供し他の学習者との協働を促進すること、そしてより質の高
い L2 (second language)ディスコースを生み出す役割を果たすことなどが明ら
かにされている(Cheng, 2010; Sullivan & Pratt, 1996; Warschauer, 1996)。また、
主にオンライン口語チャットや音声・ビデオ会議システムを用いた同期 CMC 




Thorne, 2008; Warner, 2004)。その一方で、E メール、オンライン掲示板やディ


























と CMC の融合性を考察することで、今後の CMC 研究の方向性について論究
する。 
 
２ Scaffolding と CMC 
第二言語習得における社会文化的視座の発達（cf. Zuengler & Miller, 2006; 




るようになってきた(cf. Warschauer, 2005)。Warschauer (2005)は、Kramsch, 







ションを促進する際にも役立つことが Kramsch et al.の研究では示唆されてい
ると Warschauer は総括している。 
さらに、認知発達は社会的な意思疎通過程により促進されるとする
Vygotsky の社会文化理論に基づき、scaffolding をこのような CMC による授
業外学習活動に適用することにより、協働学習としての CMC を分析するこ
とが可能となった。アメリカの公立大学におけるスペイン語学習者を対象と
した Lee (2008)の研究では、オンライン協働 scaffolding において、上級者の
適切な指示、援助をもとに初級者がどのようにフォームに焦点を当てた内省





領域(zone of proximal development)内で他者制御された課題遂行活動から自己
制御への移行を可能とすることが判明した。また、認知的要求の高い課題に
おける調停手段としての L1 の重要性、メタ言語・メタ課題会話を生み出す
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ACMC を用いた scaffolding 研究の一例を紹介しよう。Cheng (2010)はアメリ
カ南東の都市部に位置する大規模な公立大学にて CMC scaffolding による第
二言語学術リテラシーの研究を行った。応用言語学修士課程で学ぶ非英語母
語学生 10 名を対象とし、その中から 3 名（韓国人 1 名、ドイツ人 1 名、プエ
ルトリコ人 1 名）に対してケーススタディを実施し、論述課題を遂行する上































とがわかる。そこで、次節では TBLT と CMC の融合性について考えてみた
い。 
 








の間に重要視されるようになってきた(cf. Adams, Amani, Newton, & Alwi, 
2014; González-Lloret & Ortega, 2014)。また、CMC における TBLT の導入は、
制約のない活動を極力回避し、目的駆動の社会的活動を提供する空間として
CMC を活用すべきであるという社会文化的視座の高まりとともに始まった
とも考えることができるであろう(cf. Doughty & Long, 2003; Lafford & Lafford, 
2005)。これまでの研究では主に SCMC にて TBLT の適用が行われており、
この組み合わせはタスク型 SCMC (task-based synchronous computer-mediated 
communication) ( 以下 TB-SCMC) と呼ばれている。 Collentine (2009) は
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確性より流暢さに重きを置く傾向が強いことを挙げている(Chen, Belkada & 
Okamoto, 2004; Lee, 2002; Smith,2003, 2005)。 
Collentine (2009)は自らの研究で、スペイン語中級および上級学習者のディ
スコース上の語用論的言動や社会文化的行動を TB-SCMC 用いて調査した。







CMC と TBLT の融合に関しては、今後 ACMC においても必要となるであ
ろう。Adams et al. (2014)は ACMC によるライティング研究として Kern (1996)






























ける新たな可能性をもたらしていると言えるであろう(Belz, 2008; Belz & 
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と同時に L2 語用能力の発達を促進することが可能となると Belz は論じてい
る。また、上記以外に調査不十分な分野として Belz が指摘したのは、L2 語
用能力発達過程の長期的調査、そして教室内の L2 語用指導法への教育学的
介入である。体系的 L2 語用コーパスを構築し語用能力の発達過程を補助す
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 ６ おわりに 
本稿では、第二言語習得における社会文化的視座から CMC を捉え、
scaffolding、TBLT、異文化間インターアクションおよび言語の社会化を組み










の養成にも繋がる ACMC の更なる調査が必要となることが予想される（cf. 
















ことが判明した。ACMC の導入法と TBLT のライティングへの適用に関して
は、既存の言語産出理論の再概念化が必要となるとも言われているが（cf. 
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Sociocultural Approaches to Computer-Mediated 






As is the case with face-to-face communication in L2 learning, computer-mediated 
communication (CMC) has been increasingly investigated from the sociocultural 
perspectives of second language acquisition (SLA), which enable us to attend to 
rather than remove the broader social and discursive contexts from research data (cf. 
Warschauer, 2005).  This approach has led CMC researchers to reconsider 
e-learning not only as a means of assisting individual language learning but as a 
source of providing language learners with authentic sociocultural activities and has 
also made such researchers more aware of intricate relationships between CMC and 
its sociocultural factors, including cultures, contexts, communities where learners 
participate, their social positionings in the communities, power relations with others, 
L2 identities and L2 learning motivations.  This paper reviews various previous 
CMC studies and then argues the applicability of several sociocultural and 
pedagogical concepts to CMC research, including the Vygotskian notion of 
scaffolding, task-based language teaching, intercultural interactions, and language 
socialization. The sociocultural analyses of CMC in this paper suggest that CMC 
enhances students’ goal-driven social actions to promote grammatical, 
sociolinguistic and sociocultural competence in L2 and provides affordances that 
help students to apply an analytical lens on their own L2 production. 
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